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1&2月号特集 平和

～戦後80年 子どもたちが見つめた平和～
「戦後・被爆80年」の昨年、日本生協連が企画する「子ども平和新聞プロジェクト」
に全国19の生協とともに東都生協も参加。６月から約4カ月にわたり、平和につ
いて考え、新聞を作るプロジェクトに小学校4、5年生の５人が挑戦しました。
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ク
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発
表
会
へ
の
道

START

GOAL

　
朝
日
新
聞
社
の
白
銀 

泰
さ
ん
を
講
師
に
、
新
聞
が
ど
の

よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
の
か
を
学
び
、
取
材
す
る
内
容
に
つ

い
て
考
え
ま
し
た
。

　「
新
聞
は
手
書
き
に
し
ま
す
か
、
パ
ソ
コ
ン
で
作
り
ま
す

か
？ 

」
の
問
い
掛
け
に
皆
さ
ん
即
答
で
「
パ
ソ
コ

ン
！ 

」。

　
さ
す
が
！ 

将
来
が
有
望
な
子
ど
も
記
者
の
皆
さ
ん
で
す
。

新
聞
を
作
る
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

6 月

　　

第１
回 ワ
ークシ

ョップ ～オ
リエンテーション　

緊張の面持ちの
子ども記者の皆さん

指導してくださった朝日新聞社の白銀 泰さん

　
被
爆
者
団
体
「
東
友

会
」
事
務
局
長
の
村
田 

未
知
子
さ
ん
、
被
爆
者

の
家
島 

昌
志
さ
ん
に
お

話
を
聞
き
、
80
年
前

の
体
験
を
み
ん
な

で
取
材
し
ま
し
た
。

被
爆
者
の
人
た
ち
は
今
、

ど
ん
な
思
い
で

い
る
の
か
な
？

7 月
私は原爆投下された時は
３歳だったので、原爆・核兵
器のことは全然知らなかったの
です。皆さんには自分で調べ
てお話ししています。子どもた
ちにもこれを機会にずっと勉強
し続けてもらいたいです。

真剣にメモを取る姿が

白
銀
さ
ん
に
よ
る
講
評

取材前に展示パネルに
見入る子ども記者

熱
心
に
作
業
中
！

　
夏
休
み
の
間
に
、
自
分
で
書
い

た
原
稿
を
そ
れ
ぞ
れ
白
銀
さ
ん
に

見
て
も
ら
い
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
ど
ん
な
紙
面
に
し
た
い
か
一
人

ず
つ
意
見
を
出
し
合
い
、
新
聞

の
タ
イ
ト
ル
も
話
し
合
っ

て
決
め
ま
し
た
。

さ
あ
、

新
聞
を
作
ろ
う
！ 

8 月

　
題
字
も
バ
ッ
チ
リ

決
ま
っ
た
、
か
っ
こ

い
い
新
聞
が
完
成
！ 

一
人
ひ
と
り
前
に
出

て
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
加
し
た
動

機
や
新
聞
作
り
を
通

し
て
感
じ
た
こ
と
を

発
表
し
ま
し
た
。

い
よ
い
よ

お
披
露
目
！

子どもたちから取材を受けて

家
島
さ
ん

小学校5年生の時に担任の
先生から雑誌「アサヒグラフ」
の被爆者写真を見せてもらっ
たことが、この活動の原点に
なっています。子どもたちの
「自分事」になってほしい
と願っています。

村
田
さ
ん

10 月 「
ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
」
で
広
島
に
行
っ
た
時
、

さ
ま
ざ
ま
な
国
か
ら
こ
の
日
の
た
め
に

多
く
の
人
が
訪
問
し
て
く
れ
た
こ
と
に

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

こ
の
夏
に
学
ん
だ
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
は

忘
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

お母さんが
勧めてくれて参加しました。

今、戦争が起こっている国の人の
気持ちがよく分かりました。
鶴の絵は平和に向かって
飛び立っていくイメージで

描きました。

戦
争
は
み
ん
な
を
悲
し
ま
せ
る
、

マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
も
プ
ラ
ス
に
な
る
こ
と
は

決
し
て
な
い
と
思
い
ま
す
。

今
、
世
界
で
起
こ
っ
て
い
る
戦
争
も

早
く
終
わ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

戦
争
か
ら
得
る
も
の
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。

世界中の平和に貢献できると思い参加しました。
今ある戦争が一刻も早く終わるように
願いを込めて「核兵器廃絶新聞」という

名前を付けました。

　5人なりに個性のあるとてもいい新聞になりました。「てにをは」を少し修
正したぐらいでほとんどがそのままです。中には核心を突いた言葉（表現）
にこちらがびっくりすることもありました。そしてみんなが核兵器はなくすべき
と言い切る姿に感銘を受けました。もっと学ぼうと広島に足を運んだり、自分
自身ができることを見つけようとしたりしていました。これで終わるのではなく
ここは通過点。もっと先を知るために一歩前に進んで学び、見聞を広めても
らいたいです。

子ども
平和
新聞

み
ん
な
で
、

『
核
兵
器
廃
絶
新
聞
』を

作
っ
た
よ
！ 

オ
ー
！

皆さん立派な記者になりました。　  朝日新聞社　白銀 泰さん

難しい課題に向かって一生懸命
自分で調べ、考え、そしてこの新
聞を通して娘の成長をぐんと感じ
ました。大変だったと思うけれどす
ごくいい経験になったと思います。

以前、家族で広島の戦跡を巡った
ことがありますが、その時は家族
内で話をしただけでした。今回、
白銀さんにご指導いただいたこと
と、同年代のお友だちと一緒に学
んだことが良かったと感じています。

未来へつなぐ
子ども記者　声の

ド
キ
ド
キ
の
発
表
会
！！

東友会の方と一緒に

初めまして
！

長岡花火大会が、大空襲の犠牲者の
慰霊のためだと知り、もっと戦争のことを

知りたいと思い参加しました。
これからは学校の友達に
戦争のことを知らせたいです。

しろがね やすし

⬅「核兵器廃絶新聞」はこちらの
二次元コードから閲覧できます



　「平和なくして、生協なし」_ 戦後・原爆投下80年の
2025年、多くの平和行事が開催され、東都生協もさまざ
まな活動に取り組んできました。世界では今も戦火にさらさ
れている人々がいます。一人ひとりができることについて

今年2026年も組合員の皆さんと、次世代の子どもたちも
一緒に、共に手を取り考えていきましょう。
　平和な世界の実現のため、東都生協は平和活動を継続し
若い世代に広げていきます。

102026.1&2月2026.1&2月11

第１部 第2部
　ピースアクション平和活動に参加し
た組合員からの報告、「三宅少年のひ
ろしま」の朗読による上映会、東友会※

の皆さんへの膝掛けの贈呈式が行われ
ました。

　「核兵器廃絶と平和への道」と題し、
東友会代表理事の家島 昌志さんより日
本被団協が2024年に受賞したノーベ
ル平和賞受賞式の報告とご自身の被爆
体験のお話を伺いました。「核兵器は
廃絶するしかない」という言葉からは
その強い思いが伝わりました。

　東友会事務局長の村田 未知子さんからは、組合員が膝掛けを贈るきっか
けのお話も伺え、1988年から始まった東友会と東都生協のつながり・歴史
を聞くことができました。「ピース編みでみんなの平和の思いを集めつなぎ
合わせて、平和のために一緒に祈ることができる」という言葉が心に残り
ました。
　また、「被爆者と私たちは同じ言語
を話して同じ文化を共有して同じ時代
を生きている。そういうものの使命と
して、皆さんは被爆者や被爆を自分事
として心に残して伝えてください。で
きれば被爆者のお友だちを作り被爆の
ことを伝えていただけるといいなと
思っています」と語られました。

※一般社団法人 東友会（東京都原爆被害者協議会）
東京在住の被爆者の方が1958年11月16日に結成。1962年4月以来、被爆者
の相談事業を東京都知事から委託。60年以上励まし合いながら被爆者と家族
のための運動や事業を続けています。

旧とーと会「ピース・Peace・同友会」
オリジナル作品
「三宅少年のひろしま」の朗読による上映会
朗読は平田敬子さん

組合員の思いを紡いだ膝掛けの贈呈式
東友会の皆さん

原爆と人間パネル展示

ア
ニ
メ
「
原
爆
の
記
」
の

ワ
ン
シ
ー
ン

全
体
の
様
子

被
爆
者
の
方
々
と
一
緒
に

パ
レ
ー
ド

平
和
記
念
公
園
碑
巡
り
で

原
爆
ド
ー
ム
の
前
で

東
京
都
生
協
連
会
館

被
爆
者
の
方
々
と

平和の願いの樹
129枚のメッセージが集まりました

　パネルディスカッションでご紹介いた
だいた方たちのほとんどがお亡くなりに
なっていて、戦争体験を語り継ぐ人がい
なくなってきています。これからは私た
ちがその役目を担っていくのだと痛感し
ました。過去の戦争から学ぶもの、そし
て平和を切に願う。声を上げることの大
切さを知りました。

大学生

○東都生協　平和募金とは
　くらしを守り、次世代の子どもたちに平
和な世界を引き継いでいくために組合員に
募金を呼び掛け、平和活動に役立てていま
す。東都生協平和のつどいを始め、地域で
の平和募金企画は組合員の皆さんから寄せ
られた募金を活用して開催しています。
　2025年は平和募金の取り組みを2回行い
ました。多くの組合員の皆さんよりご理解・
ご協力をいただき、ありがとうございました。

戦後70年にまとめた西東京市の戦時中の映像と初代田無市長である指田 
吾一氏の被爆体験を綴った「原爆の記」のアニメ化記録の上映。詩人アー
サー・ビナード氏の紙芝居「ちっちゃい こえ」上演も行いました。

世界の子どもたちのくらしや、ユ
ニセフの活動をガイドツアーで詳
しく学びました。

広
島
の
高
校
生
と
交
流

1&2月号特集 平和

東都生協平和のつどい
～世界に届け、平和の祈り～

を願って
次世代への伝承
～親子で平和を考えるとき～

７月12日に北沢タウンホールにて開催しました。

戦後80年の節目に平和について考える企画に、
さまざまな世代が参加しました。

親子で「これからの未来へ続く平和」を考える企画など、多くの平和募金企画も開催されました。

ステージ

ロビー展示

第21回

東友会事務局長　村田未知子さん

東友会代表理事　家島昌志さん

 ピースア
クション inTOK

YO

 各地域で
の平和企画

 ヒロシマ・
ナガサキ原爆パネ

ル展

・戦後80年の両国を歩く！ 東京都慰霊堂見学と横網町公園散策
・賀川豊彦記念 松沢資料館（世田谷区上北沢）を訪問
　　 　　  ～日本の「協同組合の父」賀川豊彦を学ぶ～

・平和を考える　浅川地下壕（八王子市）の見学会
・戦争体験を未来へ語り継ぐティータイム
・戦後80年を東友会の方と一緒に語ろう　など

核兵器
廃絶

 ピースア
クション inヒロ

シマ

 紹介した他にも、たくさ
んの企画がありました

◆西東京市にもあった戦争・アニメ「原爆の記」上映会◆ ◆親子でユニセフハウス訪問◆

来場者の感想




